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応用アール・エム・エス 自然災害レポート 

 
2022年 3月 16日福島県沖の地震について（速報） 

はじめに 

2022年 3月 16日 23時 36 分頃に福島県沖で M7.4の地震が発生し、宮城県、福島県で最大震度６強を

記録しました。この地震は、約 1年前の 2021年 2月 13日に発生した M7.3の福島県沖地震とほぼ同じ場

所で発生したことから被災地ではここ１年余りの間に 2度も最大震度 6強の地震に見舞われたことにな

ります。この地震では宮城県、福島県沿岸に津波注意報が発令され、深夜にも関わらず多くの住民の方

が避難を余儀なくされました。石巻港では最大 30cmの津波を観測しています。また社会的にも、震源か

ら離れた関東地方で最大 200 万軒以上の大規模停電の発生、東北新幹線の脱線による交通網への影響、

被災地で長引く断水、など大きな影響を及ぼしています。人的被害においては現時点(3月 22日時点)で

3 名の方がお亡くなりになっていることが確認されています 1)。 

この地震でお亡くなりになった方及びそのご遺族の方には謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被

災された方々には謹んでお見舞い申し上げます。本レポートは現時点で公表された情報に基づき、地震

の揺れの特徴を中心にその概要について速報としてまとめたものです。本レポートが多少なりともみな

さまへの今回の地震の知見の一助となれば幸いです。 

 

 

 

地震の概要 

今回の地震は、2021年 3月 16日 23時 36分頃に福島県沖の太平洋プレート内部を震源(北緯 37度

41.8分 東経 141度 37.3分 深さ 57km）として発生し、地震の規模を示す気象庁マグニチュードは M7.4

と推定されています 2)。この地震に先立つこと 2分前の 23時 34分頃には前震となる M6.1の地震が近傍

で発生しています。本震の地震発生メカニズムは、西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型と解析

されています。福島県沖では約 1年前の 2021年 2月 13日に M7.3の地震が発生し、今回の地震と同様に

宮城県、福島県で最大震度６強を記録しました。その地震の震源は震央位置、震源深さともに今回の地

震に近接しており、ほぼ同じ場所で発生していることが分かります(以上、図 1 参照)。一方でその余震

域に着目すると、今回の地震は震源の破壊開始点から概ね北方向に広がっているのに対し、1年前の地

震では概ね南西方向に広がっていることが確認できます(図 2 参照)。したがって、今回の地震は発生

後、断層破壊が北方向へ進行したのに対し、1年前の地震は断層破壊が南西方向へ進行したと推定でき

ることから、２つの地震はほぼ同じ場所で発生したものの断層破壊の方向はほぼ正反対であったことが

余震域の分布から推定されています。 

  



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 1  福島県沖周辺の震央分布（気象庁作成資料から抜粋）3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  福島県沖地震の余震分布（気象庁作成資料から抜粋）3) 

※3月 16日以降の地震が赤丸、それ以前が青丸 
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地震動の概要 

観測点の地震動の概要 

2022年 3月 16日に発生した福島県沖の地震による気象庁・自治体の観測点の震度は震度 6強が 7地

点、震度 6弱が 40地点でした。2021年 2月 13日の福島県沖地震は同じく震度 6強が 4地点、震度 6弱

が 25地点だったため、いずれの震度階も記録した観測点が昨年の地震と比較して多くなっています 4)。

震度 6強の観測点はすべて自治体の観測点で宮城県が「登米市米山町」、「登米市南方町」、「登米市

迫町」、「蔵王町円田」の 4 地点、福島県が「相馬市中村」、「国見町藤田」、「南相馬市鹿島区西

町」の 3地点となっています。これらの観測点のうち、「蔵王町円田」、「相馬市中村」、「国見町藤

田」の 3地点は 2021年 2月 13日の地震でも震度 6強を記録しています。 

一方、弊社で地震後に入手できた国立研究開発法人防災科学技術研究所(以下、防災科研）、気象庁の

各観測点の地震波形を利用して計測震度を算定したところ、震度 6強が 3地点、震度 6弱が 20地点でし

た。計算した観測点の震度分布を図 3 に示します。このうち、震度 6強を記録した KiK-net三春、K-NET

相馬、KiK-net山元の 3地点について 3成分の加速度波形から最大加速度及び最大速度を計算しまし

た。その結果を表 1 に示します。この中で計測震度が最も大きいのは KiK-net三春、K-NET相馬で 6.2、

最大加速度が最も大きいのは KiK-net山元の南北成分で 944.2 gal(=cm/sec2)、最大速度が最も大きいの

は K-NET相馬の東西成分で 71.7cm/secを記録しています 

 

 

 

 

 

                          表 1 揺れが大きい観測点の地震動一覧 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  観測点の震度分布 
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震度 6強を記録した 3地点の 3成分の加速度波形、速度波形を図 4、図 5 に示します。それらの波形

から水平 2成分ベクトル合成の擬似速度応答スペクトル(5%減衰)を計算し、過去の被害地震で観測点周

辺において住宅全壊率が高かった地点の擬似速度応答スペクトルと比較しました(図 6 参照)。比較した

のは、1995年兵庫県南部地震の JR鷹取駅、2016年熊本地震の益城町益城の 2つの観測点です。これら

の観測点の木造全壊率はそれぞれ約 59％、約 44％と調査されています 5)。 

まず、震度 6強を記録した 3地点のスペクトル形状について着目すると、スペクトルレベルが最大と

なる周期は KiK-net三春、K-NET相馬、KiK-net山元の順で 0.6秒、1.0秒、3.2秒とばらばらで形状も

地点によって大きく異なっています。これは、観測点からみた震源の特性、震源～観測点間の地震波の

伝播経路の特性、観測点直下の地盤特性の組み合わせで大きく相違しているものと想定されます。次

に、低層建物の躯体に重大な被害を与える指標とされる周期 1-1.5秒のスペクトルレベル 6)に着目する

と、木造全壊率が高かった 2 地点はいずれも最大値が 500cm/secを超過しているのに対し、震度 6強を

記録した 3地点のスペクトルレベルは最も大きい K-NET相馬でも 250～260cm/secと半分程度のレベルし

かないことが確認できます。したがって、震度 6強を記録した観測点でも周辺の低層建物の全壊率は低

くなることが想定されます。 

 

 

図 4  震度 6強を記録した 3地点の 3成分の加速度波形 
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図 5  震度 6強を記録した 3地点の 3成分の速度波形 

 

図 6  震度 6強を記録した 3地点及び過去の被害地震で木造全壊率が高かった 2地点の 

水平 2成分ベクトル合成の擬似速度応答スペクトルの比較 
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地震動の距離減衰特性について 

2022年 3月 16日に発生した福島県沖の地震による地震動の距離減衰特性について検証するために、

観測点の地盤情報が把握できる防災科研(K-NET, KiK-net)の各観測点の地震波形を利用して、最大速度

を計算し、各観測点から震源までの断層最短距離を算定しました。最大速度を算定するにあたっては表

層地盤の影響を取り除くため、観測点の地盤情報から推定される増幅率(地盤情報が無い場合は観測点の

ある 250mメッシュの情報から推定される増幅率)を用いて、一律の工学的基盤(Vs600m/s 相当)における

値に設定しています。なお、断層最短距離は点震源から観測点までの最短距離(=震源距離)で設定しまし

た。 

その結果を司・翠川 7)による距離減衰式による平均的な距離減衰特性と比較することで、2022年 3月

16 日に発生した福島県沖の地震の距離減衰特性を検証しました。その結果を図 7 に示します。 

この結果によると、観測点の中で震源に近い震源距離が 100km前後の地点で基盤最大速度が平均的な

距離減衰特性による地震動よりもかなり大きめの地震動となっていることが確認できます。これは震源

の深さと太平洋プレートの構造の関係から震源に近い福島県や宮城県の沿岸部では平均的な距離減衰特

性よりも減衰しにくく、通常よりも大きな地震動が伝播していると考えられ、2021年 2月 13日の福島

県沖地震と同様の傾向を示しています。 

 

 

図 7  2022年 3月 16日福島県沖の地震の工学的基盤における距離減衰特性と司・翠川式の比較 
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地震動の面的空間分布について 

2022年 3月 16日に発生した福島県沖の地震による防災科研、気象庁の各観測点の地震波形を利用し

て、空間補間法により 250m メッシュ単位で地震動分布を推定しました。表層地盤の影響は観測点の PS

検層結果や微地形区分に基づき、簡易に評価しています。図 8 に震度分布、最大速度分布を示します。

この結果によると建物に被害が発生し始めると想定される震度 6弱以上の分布は宮城県、福島県の沿岸

部や内陸部に広く分布していますが、建物の躯体に重大な被害が発生する可能性が高くなると想定され

る震度６強の分布は福島県・宮城県境界付近の沿岸部に限定されています。ただし、本解析には自治体

の観測点の情報は反映されていませんので、自治体の観測点の情報を含めれば宮城県の内陸部などでも

震度 6強の範囲がある程度まとまって分布する可能性はあります。最大速度は 50cm/sec以上の分布が福

島県・宮城県境界付近の沿岸部に広く見られますが、建物の躯体に重大な被害が発生する可能性が高く

なると想定される 100cm/sec 以上の分布は見られませんでした。 

地震動の周期別による影響をみるために 5%減衰の擬似速度応答スペクトル(pSv)を用いて、周期 0.5

秒、1.0秒、2.0秒、4.0秒の pSvの分布を図 9 に示します。この結果によると pSvが 100cm/sec以上の

分布は周期 0.5秒、周期 1.0 秒、周期 2.0秒でみられ、この中では周期 1.0秒が最も広く分布し、福島

県北部～宮城県南部の沿岸部や宮城県北部の内陸部にまとまった領域が広がっているのが確認できま

す。また、周期 1.0秒ではこの中では唯一 200cm/sec以上の分布が福島県北部の沿岸にみられていま

す。一方、周期 4.0秒では 100cm/sec 以上の分布は全くみられませんでした。 

 

        震度分布                   最大速度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8  地震動の面的空間分布(震度分布、最大速度分布) 
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        pSv周期 0.5秒                pSv周期 1.0秒 
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図 9  地震動の面的空間分布(周期別の擬似速度応答スペクトル分布) 
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2021年 2月 13日福島県沖地震の揺れとの比較 

前述したように 2022年 3月 16日に発生した福島県沖地震は、約 1年前に発生した 2021年 2月 13日

に発生した福島県沖地震とほぼ同じ場所を震源としています。地震規模も今年の地震が M7.4に対し、昨

年の地震が M7.3と大きな差異は無いため、２つの地震で観測される地震動にも大きな違いはみられない

はずという印象を持ちます。 

その点を確認するため、地震動面的分布にどのような差異があるのかをみることを目的として 2021年

2 月 13日に発生した福島県沖地震の面的分布との比較を行いました。比較を行った項目は、本レポート

で地震動面的分布を評価した、「計測震度」、「最大速度」、「pSv周期 0.5秒」、「pSv周期 1.0

秒」、「pSv周期 2.0秒」、「pSv周期 4.0秒」の 6項目の指標です。比較の方法は、同じメッシュ同士

の値をについて、「計測震度」以外の 5項目の指標は 2021年 2月 13日の値を分母にして比をとり、

「計測震度」は 2021年 2月 13日の値を基準にして差分をとりました。したがって、「計測震度」以外

の 5項目の指標は 1.0より大きい値となれば 2021年 2月 13日の地震よりも大きめの値、「計測震度」

はプラスの値になれば同じく大きめの値を意味します。その結果を図 10～図 11 に示します。なお、

2021年 2月 13日の福島県沖地震の地震動面的分布は弊社作成の「2021年 2月 13 日福島県沖の地震につ

いて（速報）」(https://www.oyorms.co.jp/reports/20210213_EQ_Fukushima_Report210217.pdf)をご参

照ください。 

 

計測震度の差分                  最大速度比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 2022年 3月 16日福島県沖の地震と 2021年 2月 13日福島県沖の地震の地震動分布比較結果 

（計測震度の差分と最大速度比） 
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       pSv周期 0.5秒比                pSv周期 1.0秒比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       pSv周期 2.0秒比                 pSv周期 4.0秒比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11  2022年 3月 16日福島県沖の地震と 2021年 2月 13日福島県沖の地震の地震動分布比較結果 

（周期別の擬似速応答スペクトル比[pSv 比]） 
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比較の結果、以下の点が特徴として挙げられます。 

・揺れの大きさは各地震動指標で 2022年 3月 16日に発生した福島県沖地震（以下、今年の地震）の

方が 2021年 2月 13日に発生した福島県沖の地震（以下、昨年の地震）よりも広範囲で大きい傾向

がみられています。 

・地域的にみると震源から北東側～北側にあたる宮城県北部～山形県北部以北で今年の地震の方が昨

年の地震よりも地震動指標が大きく上回る傾向がみられています。一方、地震動指標によって大き

く差異はありますが震源から西側～南西側にあたる福島県～栃木県北東部付近では今年の地震の方

が昨年の地震よりも地震動指標が小さめとなる分布が広がる傾向がみられています。 

・周期別にみると周期 1.0 秒の擬似速度応答スペクトルの分布が昨年の地震と比較して小さめとなる

領域が震源の西側～南西側にかけて最も広がっています。そして、周期 2.0秒、周期 4.0秒と長周

期成分になるにつれて、昨年の地震と比較して小さめとなる領域が縮小していき、周期 4.0秒の擬

似速度応答スペクトルの分布では昨年の地震と比較して小さめとなる領域はほとんどみられませ

ん。 

 これらの特徴のうち、「地震動が広範囲で大きい」、「長周期成分で特に大きい」のは地震規模が今

年の地震の方が相対的に大きいことが主な要因として考えられます。気象庁マグニチュードでは前述し

たように 0.1の違いですが、エネルギーの指標としてより明確なモーメントマグニチュード Mwは気象庁

の解析で今年の地震が 7.3に対し、昨年の地震は 7.1で 0.2の違いがあり 8)、地震モーメント量に換算

すると約 2倍、今年の地震の方が大きいからです。 

次に「地震動指標の大小関係に地域的な特徴がみられる」のは「地震の特徴」で述べたように今年の

地震の断層破壊が概ね北方向に進行したのに対し、昨年の地震の断層破壊が南西方向に進行し、破壊伝

播特性が大きく異なったことが主な要因として考えられます。一般的に断層破壊の進行方向にある地域

の地震動が大きくなりやすいからです。ただし、これらの考察はあくまで推測の範囲であり、複合的な

要因が重なり合っている可能性もあることから、今後の詳細な解析に期待したいと思います。 

実際に揺れが大きく変化した観測点の事例として、昨年の地震より揺れが大きくなった宮城県北部に

位置する K-NET石巻（計測震度：昨年の地震 5.3→今年の地震 5.8）と逆に揺れが小さくなった福島県中

部に位置する K-NET郡山（計測震度：昨年の地震 5.8→今年の地震 5.2）の 2地点について、それぞれの

地点において昨年の地震と今年の地震で 3成分の速度波形を比較した結果を図 12～図 13 に、2地点の昨

年の地震と今年の地震の擬似速度応答スペクトルを比較した結果を図 14 に示します。比較の結果、いず

れの地点も揺れが大きい方の地震で水平動の速度波形の地震動レベルがかなり大きくなっていることが

確認できます。水平 2成分をベクトル合成した最大速度を算定したところ、K-NET 石巻は昨年の地震が

約 37cm/secに対し、今年の地震は約 67cm/sec、K-NET 郡山は昨年の地震が約 44cm/sec に対し、今年の

地震は約 24cm/secと、いずれも揺れが大きい方の地震が約 1.8倍大きくなっています。次に擬似速度応

答スペクトルのピークの値とその周期に着目すると、K-NET石巻は昨年の地震が約 140cm/sec、周期約

1.3secに対し、今年の地震は約 300cm/sec、周期約 1.5sec、K-NET郡山は昨年の地震が約 200cm/sec、

周期約 0.6secに対し、今年の地震は約 110cm/sec、周期約 0.5secとなっています。いずれの地点も揺

れが大きい方の地震がピークの値が 2倍前後大きくなり、小さい方の地震のピークの周期よりやや長周

期側にずれる特徴を持っています。小さい方の地震のピークの周期よりやや長周期側にずれるのは、強

い地震動が入ってくることにより表層地盤の物性が変化する地盤の非線形性の特性が影響していると考

えられます。なお、今年の地震の K-NET石巻の震度階は 6弱に該当しますが、波形が入手できた観測点

の中では、前述した K-NET相馬とほぼ並んで、低層建物の躯体に重大な被害を与える指標とされる周期

1-1.5秒のスペクトルレベルが大きい観測点となっています。  
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図 12 2022年 3月 16日福島県沖の地震と 2021年 2月 13日福島県沖の地震の 3成分速度波形比較結果 

（K-NET石巻観測点） 

 

 

図 13 2022年 3月 16日福島県沖の地震と 2021年 2月 13日福島県沖の地震の 3成分速度波形比較結果 

（K-NET郡山観測点） 
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図 14 2022年 3月 16日福島県沖の地震と 2021年 2月 13日福島県沖の地震の擬似速度応答スペクトル比較 

（K-NET石巻観測点及び K-NET郡山観測点；2成分ベクトル合成値） 
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地震動のまとめ 

2022年 3月 16日に発生した福島県沖の地震による揺れは、震源がやや深いプレート内地震というこ

ともあって強い揺れが比較的広い範囲に分布しました。この地震は、約 1年前の 2021年 2月 13日に発

生した福島県沖地震とほぼ同じ場所を震源とし、最大震度 6強を宮城県、福島県で記録した点も同じで

した。しかしながら、その地震動分布を比較すると今年の地震の地震動指標の方が広範囲に大きめで、

その大小関係の分布には地域的な特徴がありました。その要因として、今年の地震の方がエネルギーの

指標となるモーメントマグニチュードが大きいこと、断層破壊伝播方向が今年の地震と昨年の地震で大

きく異なることが考えられますが、複合的な要因が絡んでいる可能性もあります。 

本地震では、昨年の地震と同様に短周期成分の地震の揺れに起因する被害(家具等の転倒、物の落下、

瓦屋根や古い壁の損傷、斜面崩落など)が多く発生すると推定されます。おそらく、広範囲で震度は大き

めとなっていますので、多くの地域で体感的にも今年の地震の方が昨年の地震よりも揺れを強く感じた

かもしれません。一方で周期 1-1.5秒の低層建物の躯体に重大な影響を与える地震動レベルは過去の被

害地震で木造全壊率が高かった地点と比較すると小さめで、全壊、倒壊といった建物の躯体に重大な被

害を及ぼす可能性は低いといえます。 
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